




その他のタイトル Spinoza's naturalistic program and conatus



































第 I 部 スピノザにおける内属と因果性：スピノザの決定論的行為者因果説 
 
第 1 章 スピノザにおける内属と因果性をどう関係づけるか 
1.実体と様態の関係は何か 
実体と様態の定義 / 実体-様態間系をめぐる現代の解釈論争 / 実体-様態関係についての本稿の立
場の定式化 
2.スピノザの因果性の理論：内在的因果と他動的因果 
内在的因果の構造：2P16Dem を中心に/『エチカ』における因果連鎖の構造：1P28 の読解 
3.本稿の解釈と先行解釈との比較 
4.能動性と受動性の再定義 
無と能動をつなぐスペクトル / 個物における、「十全な観念」の所有による能動の可能性 / 現代の
力の理論との対比：ハレとマデンの「力/被変容性」およびマーティンの「相補的傾向性パートナー
の相互顕現」 / agere / actio の概念について：次章の主題との関連  
 
第 2 章 スピノザの決定論的行為者因果説：現代の行為者因果説との比較から 
1.アルカイックな因果概念としての行為者因果説 
テイラーの「アルカイックな作用因概念」 / この概念とリバタリアン的自由意志説との関係 / 本
稿での「行為者因果」の概念：ロウの用語法 / スピノザに行為者因果説を帰する積極的な根拠 
2.現代の行為者因果説とスピノザの行為および因果の理論の比較 
行為者因果説の歴史的概観／現代の代表的な論者／その理論的動機 / 意志作用説の批判と基礎行
為説の支持：第 1 の理論的動機 / 出来事因果説の批判と力の概念に基づく因果の理論：第 2 の理
論的動機 / ロウによる行為者因果の概念的先行性の論証：第 2 の動機の基礎づけ / ロウにおける
基礎行為の否定とスピノザにおける基礎行為の中心性：第 1 の動機再論 / 自由と行為者性をめぐる
一致点の所在：第 3 の動機について 
3.決定論的行為者因果説の倫理学的含意に関する試論 
自由意志説的行為論との比較 / スピノザ倫理学の積極的課題 / 「他ではあり得なかったこと」と
行為者性はいかに両立するか 
 
第 3 章 個物の生成消滅と様態の階層構造 
1.内属関係と因果関係の統一的理解 
内属関係と内在的因果関係の重なり合い / 2 種類の依存関係の不一致と思われるもの / この図式
に取り込めていない事柄 
2.「行為への決定」と「有への決定」の差異 
内属的依存関係は推移的であること / 「準個物」として見られた個物の変状 / 「行為の原因」と
「有の原因」の依存関係の差異 / 3 階以上の変状は存在するか？ 
3.個物による個物の産出の考察 
複合物体または個体の形相について / 個体の消滅ないし破壊 / 個体の生成および維持の他動的原
因 / 個体の生成および維持の内在的原因 / 変状の階層としての複合個体の階層 
4.さらなる帰結・その 1：内属と外的帰属、および自己破壊の問題へのこの概念の適用 
内属と外的帰属 / 能動と受動に関するより精密な解釈 / 破壊的変状の内属をめぐる問題 
5.さらなる帰結・その 2：「水平的因果」と「垂直的因果」の見直し 
 
第 II 部 現実的本質としてのコナトゥス 
 
第 4 章 コナトゥス論の証明における神の力と個物の力：3P6 と 1P136 の平行性から 
1.コナトゥス論の基礎をめぐる解釈状況と本章の課題 
2.  3P6 と 1P36 の平行性 
ステップ 1：1P25C と 1P34 の内容とその含意 （(a)  1P25C と 1P34 の内容 / (b)  1P25C への 1P34
の適用の 1P36Dem と 3P6Dem における差異） / ステップ 2：「本質の注視」に依拠した証明 / 「そ
れ自体において見られた本質」と「現実的本質」の区別 / 「現実的本質」はどこで導入されたのか? 
/ 1P36Dem におけるステップ 2 の論証構造 
3.  3P7 の位置付けについて 
3P7 の役割 / 3P7 と 1P34 の対応関係 
4.様態の本質の二面性 
神の力の二面性 / 様態の現実存在の二面性、およびヴィルヤネンのプラトン主義的解釈への批判 
 
第 5 章 個物と変状、無時間的本質と特質：スピノザの四カテゴリー存在論 
1.「特質」および「共通概念」の存在論的位置づけ 




第 6 章 コナトゥスの自然学：慣性的固執と〈偶然としての必然〉＝アナンケー 
1.慣性とコナトゥス 
スピノザにおける機械論的自然観 / 「慣性的」という呼称の意味 / 慣性的固執としてのコナトゥ
スの非目的論的な性格 / 欲求と目的の概念の非目的論的基礎としてのコナトゥス / 慣性的固執と
してのコナトゥスの階層構造 / 個物の現実的本質とその必然性：次節以降への問題提起 
2.アナンケーとしての「自然の共通秩序」と個物の運命の偶然性:スピノザと古代原子論 
偶然性の 2 つの意味：必然性の否定としての偶然性と予測不可能性としての偶然性 / 偶然性の第 3
の意味：没目的性としての偶然性 / 偶然としての必然＝アナンケー：スピノザと古代原子論の共通
性 / スピノザ自身のテキストに見いだされるアナンケー概念 / 個物の現実存在のアナンケー的な
性格：必然主義と目的論批判の結合 / スピノザと充足理由律 
3.自己保存と自己原因：近代エピクロス主義を補助線とするスピノザの有機体理論の解明 
複合物体の定義と有機体の問題：問題の提起と思想史的整理 / 有機体の問題におけるスピノザと古
代原子論の共通性 / 近代機械論哲学の成立以降のエピクロス主義的思索：ラ・メトリとヒューム / 
近代のエピクロス主義的思索とダーウィン主義との差異および共通点  / これらの思索とスピノザ
の個物論との対照 / スピノザにおける自己維持性の遍在  / スピノザにおける有機体の位置づけ / 
個物の力の促進および成長：新奇性としての偶然性 / 自己原因と自己保存 
4.有限な個物における神的必然性の現れの総合的把握 
偶然性と必然性の錯綜 / アナンケー概念とスピノザの自然主義プログラムの 2 つの課題の関わり 
 
第 III 部 スピノザの力の形而上学：〈現動的な力〉としてのコナトゥス 
 
第 7 章 スピノザにおける力あるいは傾向性の概念：〈現動的な力〉としてのコナトゥス 
1.現代形而上学における傾向性あるいは力 
2.スピノザにおける力あるいは傾向性 





第 8 章 スピノザ主義的な力の形而上学の可能性・その 1：唯現実論的な力の概念 
1.行為者因果の理論と唯現実論的な力の概念 
2.スピノザの必然主義および唯現実論の形而上学的位置づけ 
スピノザの作用因的必然主義 / 真理様相としての必然性に関して 
3.スピノザにおける〈可能的な力〉の位置づけ 





第 9 章 スピノザ主義的な力の形而上学の可能性・その 2：目的論なき力の概念 
1.目的論的な力の概念とそうでない力の概念 
2.モルナーの力の理論とスピノザの力の理論の対比  
現代における力の実在論の主張 / モルナーの非還元主義的な物理的志向性 / スピノザにおける志
向性の基礎としての 1Ax4 / 1Ax4 の認識規範としての機能 
3.自己保存概念の拡張と〈常に顕在的な力〉の概念の普遍化 
モルナーによる「多遺伝子/多面発現」概念の拡張と「顕現」と「結果」の峻別 / この概念とスピ
ノザの理論との比較 / 常に顕在的な力の概念 / 2 つの力の形而上学の対照 
 




機械論的な作用因概念との対立 / ヴィルヤネンにおける 2 種類の流出因の混同 / アマルガムな流
出因概念の問題点：始動状況も因果的基盤も不要とする力 / 流出因とヴィルヤネンの解釈のプラト







 スピノザからの引用は Gebhardt 版(Spinoza 1925)のページ数を用いた。表記は G の略称の後ローマ数
字で巻号を付し、その後ページ数を p.（または pp.）で記した。原テキストはゲプハルト版以外の版も
参照したが、重要な異同がない場合は特に記さなかった。 
 各テキストの略称は以下の通り――TdIE/『知性改善論』(Tractatus de Intellectus Emendatione)、KV/『短
論文』（『神・人間・人間の幸福に関する短論文』、Korte Verhandling van GOD, de MENSCH en deszelvs 
WELSTAND）、CP/『デカルトの哲学原理』(Renati des Cartes Principiorum Philosophiae)、CM/「形而上学
的思想」(Cogitata Metaphysica)、TTP/『神学・政治論』(Tractatus Theologico Politicus)、TP/『政治論（国
家論）』(Tractatus Politicus)、Ep/『往復書簡集』(Epistlae)。特に表記がないスピノザからの引用はすべて







 デカルトからの引用は、必要と思われた場合は AT 版(Descartes 1964-1974)のページ数を付した。 































この 2 点を核とする新たな自然観の内部に人間を位置づけようとするプログラムである。 
 
2.スピノザの自然主義的プログラム 
 このようなプログラムが『エチカ』の基盤に据えられていることは、『エチカ』第 1 部の
「付録」の一節からかなり明瞭に読み取れる。これは本稿全体のキイとなる一節なので、


































































第 I 部 スピノザにおける内属と因果性：スピノザの決定論的行為者因果説 
第 1 章 スピノザにおける内属と因果性をどう関係づけるか 
 本章ではスピノザにおける実体-様態関係の本性とスピノザにおける因果性概念の内実














































 本稿はまずスピノザによる内在的原因(causa immanens)と他動的原因(causa transiens)
の区別の重要性を指摘し、また前者のような因果関係が神と様態の間に成り立っているの





































すなわちまず、個物 A が働き a を個物 B に及ぼし、個物 B を働き b へと決定するとする。
働き b は、他動的原因である A と、内在的原因である B の協働として産み出され、両者の
本性を含む。さらに、働き b は B の外部の事物内に結果 c を他動的に産出するが、そこで
結果 c は個物 C の内に、C の変状ないし働きとして産み出される。その産出もやはり、他
 6 
動的原因となった B と、内在的原因 C との協働としてなされる。そして今度は C が、C の










































































































第 3 章 個物の生成消滅と様態の階層構造 
 本章では、個物の現実存在そのものが他の個物によって産出される局面を解明する。（本




























 この点を確認した上で、この図式に取り込めていない 2 つの関係を指摘する。1 つは、「多















第 1 章第 4 節参照）。一方、変状である何かと、その変状の主体との因果的依存関係、すな
わち、その変状の、「有の原因」からの「有への決定」は全面的な被決定の関係である。 























らに、1 階の複合物体の複合によって構成される 2 階の複合物体が構成され、この 2 階の
複合物体の複合によって 3 階の複合物体が構成されるというように、より高階の複合物体
の形成も可能であることが述べられる。さらにこのような諸物体の複合の階層は無限に続



























































第 II 部 現実的本質としてのコナトゥス 
第 4 章 コナトゥス論の証明における神の力と個物の力：3P6 と 1P136 の平行性から 













2.  3P6 と 1P36 の平行性 
 本章は上記の課題に取り組むために、3P6 およびその証明を単独で考察するのではなく、
それが 1P36 およびその証明と平行的な構造を備えているという点に着目し、その意味を























 ここで「ステップ 1」は 1P25C と 1P34 に根拠をもち、これは証明対象である個物の力
















3.  3P7 の位置付けについて 


















































 ＜普遍者＞ ＜個別者＞ 














2.  2Def2 の読解とスピノザにおける種的ないし類的本質の可能性 






















（なお、本節は木島 2016 年 a の一部を含む。） 
 
第 6 章 コナトゥスの自然学：慣性的固執と〈偶然としての必然〉＝アナンケー 
 本章の課題は、「コナトゥスの自然学」を叙述し、スピノザの自然主義的プログラムの 2
本の柱にとって、コナトゥス概念が鍵となっていることを示すことにある。（本章は木島


























































































































































第 III 部 スピノザの力の形而上学：〈現動的な力〉としてのコナトゥス 
















 ＜同一性保持の側面＞ ＜多様性の側面＞ 
＜内在的原因の行為＞ 自己保存のコナトゥス 諸行為へのコナトゥス 




 ＜同一性保持の側面＞ ＜多様性の側面＞ 
＜内在的原因からの＞ 自己保存のコナトゥス 諸行為へのコナトゥス 
＜他動的原因からの＞ 自己表現としてのデテルミナチオ 諸行為へのデテルミナチオ 
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